
3月定例市議会 
議会報告 

決
ま
っ
た
内
容 

予
　
　
算 

条
例
制
定
等 

そ
の
他 

　
佐
野
瑞
円
教
育
委
員
長
の
退
任
（
3

月
３１
日
付
）
に
伴
い
、
前
委
員
長
職
務

代
理
者
の
多
田
誠
治
氏
が
委
員
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。 

　
委
　
　
　

員
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田
　
誠
　
治
　
氏 

　
委
員
長
職
務
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理
者 

　
　
大
　
六
　
清
　
和
　
氏 

勝
山
市
教
育
委
員
の
異
動 

勝
山
市
交
通
指
導
員

勝
山
市
交
通
指
導
員 

勝
山
市
交
通
指
導
員 
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・
勝
山
市
滞
在
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
「
勝

山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て

・
勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭
蕉
」
及
び
勝
山

市
ふ
れ
あ
い
会
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

・
北
朝
鮮
へ
の
経
済
制
裁
発
動
を
求
め
る
意
見

書
に
つ
い
て

3
月
定
例
市
議
会
が
3
月
１
日
か
ら
２４
日
ま

で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山
岸
市
長
は

招
集
あ
い
さ
つ
で
「
市
民
・
行
政
・
議
会
が
緊

張
感
を
伴
っ
た
三
位
一
体
と
な
っ
て
、
新
し
い

時
代
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
て
い
き
た
い
」

と
、
新
年
度
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

議
案
関
連
で
は
、
平
成
１８
年
度
予
算
な
ど
議

案
４３
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
お
も
な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
一
般
会
計
ほ
か
１０
の
平
成
１８
年
度
当
初
予
算

を
可
決
（
2
〜
5
ペ
ー
ジ
の
予
算
概
要
参
照
）

・
一
般
会
計
ほ
か
9
の
平
成
１７
年
度
補
正
予
算

を
可
決

・
勝
山
市
部
等
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
大
野
・
勝
山
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
規
約

の
一
部
変
更

・
勝
山
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例
の
制
定

・
勝
山
市
国
民
保
護
対
策
本
部
等
条
例
の
制
定

・
福
井
県
議
会
議
員
選
挙
に
関
す
る
事
務
の
受

託
の
廃
止

・
勝
山
市
水
防
協
議
会
設
置
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
税
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
立
児
童
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
立
保
育
園
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
保
育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正

・
勝
山
市
乳
幼
児
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
福
祉
健
康
セ
ン
タ
ー「
す
こ
や
か
」の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正

・
勝
山
市
工
業
振
興
条
例
の
一
部
改
正
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平
成
１８
年
3
月
３１
日
で
合
併
特
例
法
に
よ

る
、
い
わ
ゆ
る
平
成
の
大
合
併
は
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
福
井
県
は
３５
市
町
村
か
ら
１７
市
町
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
中
で
勝
山
市
は
な
ぜ
合
併
し

な
か
っ
た
の
か
。
合
併
し
な
く
て
や
っ
て
い
け

る
の
か
。次
の
合
併
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

勝
山
市
は
、
隣
接
す
る
大
野
市
・
和
泉
村
そ

し
て
上
志
比
村
と
合
併
研
究
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
各
地
区
懇
談
会
や
市
民
対
話
集
会
、
市
議

会
に
お
け
る
議
論
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
上
志
比
村
は
吉
田
郡
3
町
で
の
合
併
を

選
択
し
た
の
で
、
合
併
特
例
法
の
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
の
時
点
で
は
、
勝
山
市
の
合
併
先
は
大
野

市
・
和
泉
村
し
か
無
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

合
併
に
つ
い
て
は
、「
熟
度
が
不
足
し
て
い
る
」

と
い
う
理
由
で
合
併
を
見
送
っ
た
も
の
で
す
。

今
回
の
平
成
の
大
合
併
で
は
、
平
成
１１
年
3

月
末
で
全
国
に
3
2
3
2
あ
っ
た
市
町
村
が
平

成
１８
年
4
月
１
日
に
は
1
8
2
0
と
な
り
ま
し

た
。こ
の
合
併
の
特
徴
的
な
こ
と
は
大
部
分
が
、

あ
わ
ら
市
、
坂
井
市
の
よ
う
に
複
数
の
町
ま
た

は
村
が
一
緒
に
な
っ
て
市
に
な
っ
た
合
併
か
、

新
福
井
市
の
よ
う
に
一
つ
の
市
が
核
と
な
り
、

周
辺
町
村
と
一
緒
に
な
っ
て
新
市
を
つ
く
る
合

併
で
、
そ
の
合
計
は
3
8
3
市
に
の
ぼ
り
、
合

併
全
体
の
９５
・
5
％
に
な
り
ま
す
。
一
方
、
大

野
市
と
勝
山
市
の
組
み
合
わ
せ
案
の
よ
う
に
、

市
と
市
が
一
緒
に
な
っ
た
合
併
は
、
わ
ず
か
１８

市
で
、
合
併
全
体
の
4
・
5
％
で
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
さ
ら
に
勝
山
市
の
よ
う
に
今
回
合
併
し

な
か
っ
た
市
は
、
3
7
7
市
も
あ
り
、
市
の
半

数
以
上
５６
・
3
％
が
合
併
を
見
送
り
ま
し
た
。

福
井
県
で
も
勝
山
市
と
同
じ
く
小
浜
市
、
鯖

江
市
が
合
併
を
選
択
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
と

市
の
合
併
は
福
井
市
と
　
江
市
の
例
の
よ
う
に

複
数
市
が
、
一
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
ど
ち
ら

か
の
市
に
収
束
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
か

ら
一
番
困
難
な
合
併
と
見
ら
れ
て
お
り
、
全
国

の
合
併
数
の
少
な
さ
に
も
そ
れ
が
表
れ
て
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
大
野
市
、
勝
山
市
の
合
併
案
に

つ
い
て
も
、
市
の
名
称
か
ら
始
ま
っ
て
市
役
所

の
位
置
、
合
併
後
の
市
の
あ
り
方
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
十
分

な
話
し
合
い
と
合
意
が
必
要
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
を
法
定
合
併
協
議
会
設
立
か
ら

約
１
年
と
い
う
限
ら
れ
た
短
い
期
間
で
協
議

し
、
合
意
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
な
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
を
「
熟
度
不
足
」
と
判
断
し
、

合
併
を
見
送
っ
た
も
の
で
す
。

一
般
論
と
し
て
、
単
独
市
の
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
小
回
り
が
き
き
、
行
財
政
改
革
な
ど
に

取
り
組
み
や
す
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
現

在
行
っ
て
い
る
勝
山
市
の
行
財
政
改
革
に
お
い

て
収
入
役
を
置
か
な
い
と
し
た
ほ
か
、
削
減
目

標
を
１５
％
と
し
て
い
る
人
件
費
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
組
織
機
構
の
見
直
し
や
事
務
改
善
な

ど
を
行
い
、
目
標
の
約
4
割
を
達
成
し
、
単
独

市
と
し
て
の
効
果
が
出
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭
蕉
」
と
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ

テ
ル
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
こ
と
で

経
費
を
半
減
で
き
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
合
併
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

市
役
所
を
中
心
と
し
た
町
の
中
心
が
無
く
な
ら

ず
、
単
独
市
の
考
え
で
、
中
心
市
街
地
の
整
備

計
画
を
勝
山
市
民
と
協
働
で
進
め
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
上
下
水
道
事
業
・
集
落
排
水
事
業
に

つ
い
て
も
、
勝
山
市
が
誇
る
歴
史
遺
産
で
あ
る

平
泉
寺
史
跡
整
備
に
し
て
も
、
そ
の
ほ
か
勝
山

市
が
や
り
残
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
す
べ

て
、
単
独
の
計
画
と
単
独
の
議
決
に
よ
っ
て
進

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
勝
山

市
の
将
来
に
向
か
っ
て
大
変
重
要
な
こ
と
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
冬
の
豪
雪
を
振
り
返

っ
て
も
、
大
野
・
和
泉
・
勝
山
の

合
計
面
積
約
１
１
3
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
実
に
福
井
県
の
四
分

の
一
を
占
め
る
広
大
な
面
積
の
中

に
、
そ
れ
ぞ
れ
離
れ
て
存
在
す
る

居
住
地
域
に
対
し
て
合
併
体
の
場

合
、
き
め
細
か
で
迅
速
な
雪
害
対

策
を
打
て
た
だ
ろ
う
か
、
考
え
る

と
こ
ろ
で
す
。

合
併
が
進
め
ら
れ
て
、
市
の
名

前
が
変
わ
っ
て
も
、
こ
の
勝
山
の

地
が
残
る
た
め
に
は
、
勝
山
市
民

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
つ
ま
り

勝
山
ら
し
さ
を
誇
り
に
思
い
、
生

ま
れ
育
っ
た
地
域
を
愛
す
る
心
を
持
っ
た
市
民

が
し
っ
か
り
と
各
地
域
に
根
を
張
っ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
信
念
を
私
は
持
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
情
感
を
共
有
す
る
市
民
が
い
て
こ

そ
、
そ
の
地
域
が
、
持
続
的
に
存
続
し
、
発
展

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
心
が
無
い
ま
ま
、
財
政
事
情
や
行
政
効

率
を
優
先
す
る
こ
と
の
み
に
進
め
ら
れ
る
合
併

で
は
、人
々
の
ま
ち
へ
の
求
心
力
が
無
く
な
り
、

こ
れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
き
た
勝
山
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
を
強
く
危
惧
い
た
し

ま
し
た
。
経
済
的
な
基
盤
、
福
祉
の
シ
ス
テ
ム
、

教
育
、
ま
ち
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
、
ま
ち
に
必
要

な
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
市
民
の
ふ
る
さ
と
に
対

す
る
熱
い
思
い
が
無
け
れ
ば
進
展
し
て
い
き
ま

せ
ん
。

そ
こ
で
、
私
は
市
長
就
任
以
来
「
ふ
る
さ
と

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
を
基
本
理
念
に
「
エ
コ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
ふ

る
さ
と
の
特
性
を
振
り
返
り
、
そ
れ
を
魅
力
に

高
め
て
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
誇
り
に
し
、
地
域

を
外
に
発
信
し
て
い
く
。
そ
の
結
果
、
自
然
、

歴
史
、
伝
統
文
化
、
産
業
な
ど
そ
の
地
域
に
埋

も
れ
て
い
た
素
材
が
よ
み
が
え
り
、
そ
れ
が
地

域
を
元
気
に
し
て
い
く
。そ
の
よ
う
な
形
が
今
、

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
5
年
目
に
し
て
よ
う
や
く

見
え
て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
取
り
組
み
を
進
め
、

ど
の
自
治
体
と
合
併
し
て
も
勝
山
ら
し
い
気
概

と
誇
り
を
持
っ
た
地
域
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ

う
勝
山
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
こ
と
も
、

合
併
に
は
、
熟
度
が
必
要
だ
と
述
べ
て
き
た
こ

と
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

次
に
、
そ
れ
で
は
こ
の
先
、
合
併
は
ど
う
す

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
で
す
が
、
合
併

の
本
質
は
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
方
自
治
体
の
あ
り
方
を
ど
こ
に
求
め
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
原
点
に
立
て
ば
、
今
は

単
独
市
で
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
高
め
て
、
健
全
な
市
政
運
営
を

勝山市長　山　岸　正　裕

4
月
6
日
、
勝
山
市
交
通
指
導
員
２５
名
の
委
嘱
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
岸
市
長
は
「
交
通
事
故
を
無

く
す
た
め
に
も
、
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
た
い
」
と
、

交
通
安
全
意
識
の
向
上
を
目
指
し
た
協
力
を
求
め
ま

し
た
。
指
導
員
は
今
後
、
小
学
校
で
の
交
通
安
全
教

室
や
、
通
学
路
で
の
交
通
指
導
な
ど
、
地
域
で
の
指

導
に
あ
た
る
予
定
で
す
。

委
嘱
さ
れ
た
指
導
員
は
次
の
通
り
で
す
。

伊
　
藤
　
史
　
朗
（
保
　
田
）

加
　
藤
　
健
　
一
（
伊
　
波
）

加
　
藤
　
富
　
治
（
平
泉
寺
）

上
　
山
　
利
　
幸
（
大
　
渡
）

川
　
島
　
　
　
実
（
立
川
町
１
）

木
戸
口
　
勝
　
男
（
長
山
町
2
）

木
　
下
　
一
　
美
（
浄
土
寺
）

帰
　
山
　
清
　
孝
（
郡
町
１
）

久
　
保
　
金
　
喜
（
本
町
4
）

小
　
林
　
太
津
男
（
栄
町
3
）

齋
　
藤
　
ケ
サ
ミ
（
北
新
在
家
）

斎
　
藤
　
甚
三
郎
（
北
　
山
）

嶋
　
田
　
ま
す
子
（
暮
　
見
）

田
　
中
　
啓
　
二
（
東
　
野
）

田
　
中
　
成
　
子
（
東
　
野
）

西
　
浦
　
憲
　
雄
（
堀
名
中
清
水
）

長
谷
川
　
　
　
正
（
若
猪
野
）

林
　
　
　
文
　
隆
（
芳
野
町
2
）

林
　
　
　
康
　
昭
（
本
町
3
）

平
　
井
　
喜
兵
衛
（
檜
曽
谷
）

松
　
山
　
安
　
江
（
比
　
島
）

安
　
岡
　
久
　
子
（
昭
和
町
１
）

山
　
内
　
則
　
人
（
薬
師
神
谷
）

山
　
内
　
徳
　
人
（
保
　
田
）

四
　
谷
　
昌
　
則
（
旭
毛
屋
）

（
敬
称
略
・
５０
音
順
）

確
立
す
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
そ
し
て

新
大
野
市
を
は
じ
め
、
新
た
に
境
を
接
す
る
こ

と
に
な
っ
た
新
福
井
市
、
坂
井
市
、
ま
た
新
永

平
寺
町
な
ど
を
合
併
の
選
択
肢
と
し
て
、
先
行

す
る
こ
れ
ら
の
合
併
自
治
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
に
注
目
し
、
今
後
の
判
断
材
料
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

次
の
合
併
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
、
私
は

道
州
制
に
同
調
し
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。

道
州
制
と
は
、
現
在
の
都
道
府
県
制
度
を
廃
止

し
て
よ
り
広
域
の
道
州
に
再
編
す
る
地
方
分
権

の
究
極
の
姿
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
央
集
権

国
家
か
ら
分
権
国
家
へ
と
、
日
本
の
国
の
仕
組

み
の
根
幹
を
問
わ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
国
の
権

限
や
財
源
を
地
方
へ
移
す
作
業
が
必
要
に
な
り

ま
す
が
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
な
ど
に
つ
い

て
の
徹
底
的
な
議
論
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

勝
山
市
は
、
あ
せ
ら
ず
慌
て
ず
、
単
独
で
内

な
る
力
を
高
め
な
が
ら
、
１
周
遅
れ
で
、
真
に

住
民
の
た
め
の
合
併
を
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
考

え
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
意
思
を

尊
重
し
、
議
会
で
議
論
を
い
た
だ
き
、
対
処
し

て
い
く
所
存
で
す
。

市町村 合併についての考え方

市長から委嘱を受ける交通指導員


